るが、 従来の 研究で は 鳥の 嗅覚 ははな はだ 鈍い ものと 

されて いる。 

その 一 つの 証拠と して は 普通 ダ— ウィンの 行なった 

次の 実験が あげられ ている。 数 羽の 禿鷹 コンドル を 壁 

の 根 もとに 一列に つないで おいて、 その 前方 三ャ— ド 

くらいの 所 を 紙包みに した 肉 を さげて 通った が、 鳥 ど 

も は 知らん顔 をして いた。 そこで 肉の 包み を 鳥から 一 

^ -1 ド 以内の 床上に 置いて みたが、 それでも まだ 鳥 は 

気がつかなかった。 とうとう その 包み を 一羽の 足 もと 

まで 押し やったら、 始めて 包み紙 をつ つきはじめ、 紙 

が 破れてから やっと 包みの 内容 を 認識した というので 



込む 前に そ の 場所の 空気が よ w J れ ていて、 人間に はわ 

からなくても 鳥に はもう ずっと 前から 肉のに おいか 類 

似の 他のに おいが していて、 それに 慣らされ、 その 剌 

激 に対して 無感覚に なって いたか もしれ ない。 

それから また 次の ような 可能性 も 考えなくて はなら 

ない。 すなわち、 ある 食物が 鳥の 食欲 を 刺激して それ 

を 獲得す るに 必要な 動作 を 誘発し うるた めに は 単に 

きゅうかく 

嗅覚の 刺激ば かリ では 不充分であって、 そのほかに 

視覚な リ あるいは 他の 感覚な リ、 もう 一 つの 副 条件が 

具足す る ことが 肝要で あるか もしれ ない ので ある。 

あるいは また、 香気な い し 臭気 を 含んだ 空気が 鳥に 



覚説 をもう 一 べん 考え直して みると いう 場合に、 一 番 

に 問題と なること は、 いかにして 地上の 腐肉から 発散 

する ガス を 含んだ 空気が はなはだしく 希薄に される こ 

となし に百メ ） ^ルの 上空に 達しうる かとい うこと で 

ある。 ところが、 これ は 物理学 的に 容易に 説明せられ 

る 実験的 事実から 推してき わめて なんでもない ことで 

ある。 

たとえば 長方形の 水槽の 底 を 一 様に 熱する とい わ ゆ 

る 熱 対流 を 生ずる。 その 際 器 内の 水の 運動 を 水中に 浮 

遊す る アルミニウム 粉に よって 観察して 見る と、 底面 

から 熱せられた 水 は 決して 一様に は 直上し ないで、 ま 



とんび の 場合に もお そらく 同じような ことが 言われ 

きゅうかく 

はしない かと 思う。 それで、 もし 一度 とんび の 嗅覚 

あるいは その 代用と なる 感官の 存在 を 仮定し さえ すれ 

ば、 すべての 問題 はかなり 明白に 解決す るが、 もし ど 

うしても この 仮定が 許されない とすると、 すべてが 神 

秘の 霧に 包まれて しまうよ うな 気がする。 

これに 関する 鳥類学 者の 教え を こいたい と 思って い 

る 次第で ある。 

(昭和 九 年 九月、 工業大学 蔵 前 新聞) 
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